
(57)【要約】

【課題】

　第１のスクラッチ再生が終了した時間のオーディオデ

ータに戻ることができ、第１のスクラッチ再生と同じ効

果音を第２のスクラッチ再生で行うことができる光ディ

スク再生装置を提供することを目的とする。

【解決手段】

　制御部は、操作部による第１の操作を終了した時点で

記憶部から読み出されたオーディオデータの読出位置を

記憶し、操作部による第２の操作を開始したとき、カウ

ンタ部が操作部による第１の操作終了のときから第２の

操作開始のときまでの間にカウントした回転検出信号数

及び前記読出時間に基づいて、記憶部に記憶されたオー

ディオデータを読み出す制御をする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 デ ィ ス ク に 記 録 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 部 と 、 前 記 再 生 部 が 再 生 し た
オ ー デ ィ オ デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み
出 し 速 度 及 び 読 み 出 し 順 序 を 指 示 す る 操 作 部 と 、 前 記 操 作 部 の 指 示 に よ り 前 記 記 憶 部 に 記
憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 を す る 制 御 部 と を 備 え た 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 に
お い て 、
　 前 記 操 作 部 は 、 操 作 円 盤 部 と 前 記 操 作 円 盤 部 を 載 置 す る 円 盤 部 と を 備 え 、 前 記 円 盤 部 を
回 転 駆 動 す る 駆 動 部 と 、 前 記 操 作 円 盤 部 の 回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 を 検 出 し て 回 転 検 出 信 号
を 発 生 す る 回 転 検 出 部 と 、 前 記 回 転 検 出 部 が 発 生 し た 回 転 検 出 信 号 の 数 を カ ウ ン ト す る カ
ウ ン タ 部 と を 備 え 、
前 記 制 御 部 は 、 前 記 操 作 部 に よ る 第 １ の 操 作 を 終 了 し た 時 点 で 前 記 記 憶 部 か ら 読 み 出 さ れ
た オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 出 時 間 を 記 憶 し 、 前 記 操 作 部 に よ る 第 ２ の 操 作 が 開 始 さ れ る と 、
前 記 カ ウ ン タ 部 が 前 記 第 １ の 操 作 終 了 か ら 前 記 第 ２ の 操 作 開 始 ま で の 期 間 に カ ウ ン ト し た
回 転 検 出 信 号 数 及 び 前 記 読 出 時 間 に 基 づ い て 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ
を 読 み 出 す 制 御 を す る こ と を 特 徴 と す る 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 記 憶 部 か ら 読 み 出 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を フ レ ー ム 単 位 毎 に 検 出 し て フ レ ー ム 検
出 信 号 を 発 生 す る フ レ ー ム 検 出 部 を 更 に 備 え 、 前 記 読 出 時 間 は 、 前 記 制 御 部 が 前 記 フ レ ー
ム 検 出 信 号 か ら 算 出 し た 時 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 回 転 検 出 信 号 数 か ら 第 １ の 再 生 時 間 を 算 出 し 、 前 記 操 作 部 に よ る 第
２ の 操 作 が 開 始 さ れ る と 、 前 記 読 出 時 間 に 前 記 第 １ の 再 生 時 間 を 加 え た 第 ２ の 再 生 時 間 か
ら 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 を す る こ と を 特 徴 と す る 光 デ
ィ ス ク 再 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 デ ィ ス ク か ら 再 生 し た オ ー デ ィ オ デ ー タ を メ モ リ に 記 憶 し 、 メ モ リ に 記 憶
し た オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し 速 度 及 び 読 み 出 し 順 序 を 変 え る こ と が で き る 光 デ ィ ス ク
再 生 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 を 操 作 し て オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 す る デ ィ ス ク ジ ョ ッ キ ー （ DJ、
Disc Jockey） は 、 ア ナ ロ グ レ コ ー ド 又 は コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ CD、 Compact Disc） 等 の
光 デ ィ ス ク に 記 録 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 し て い る 最 中 に 、 擦 れ 音 の よ う な 効 果 音
を 発 生 さ せ る ス ク ラ ッ チ 再 生 と 呼 ば れ る 特 殊 再 生 を 行 う こ と が あ る 。 DJは 、 ア ナ ロ グ レ コ
ー ド プ レ ー ヤ を 用 い て ス ク ラ ッ チ 再 生 を 行 う 場 合 、 ア ナ ロ グ レ コ ー ド を 素 早 く 時 計 回 り 方
向 又 は 反 時 計 回 り 方 向 に 回 す こ と に よ り 擦 れ 音 を 発 生 さ せ る 。 ま た 、 こ の ア ナ ロ グ レ コ ー
ド プ レ ー ヤ に よ る ス ク ラ ッ チ 再 生 と 同 様 の 特 殊 再 生 を 行 う こ と が 可 能 な DJ用 CDプ レ ー ヤ が
あ る 。 こ の DJ用 CDプ レ ー ヤ は 、 ジ ョ グ ダ イ ヤ ル と メ モ リ を 備 え 、 CDか ら 再 生 し た オ ー デ ィ
オ デ ー タ を メ モ リ に 記 憶 し 、 ジ ョ グ ダ イ ヤ ル を 時 計 回 り 方 向 又 は 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す
る こ と に よ り 、 メ モ リ に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し 速 度 と 読 み 出 し 順 序 を 制
御 し 、 ア ナ ロ グ レ コ ー ド に よ る 擦 れ 音 と 同 等 の 効 果 音 を 発 生 さ せ る 。 こ の よ う に 、 DJは 、
CDに 記 録 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を DJ用 CDプ レ ー ヤ に よ り 再 生 し て い る と き 、 ジ ョ グ ダ イ
ヤ ル を ア ナ ロ グ レ コ ー ド と 同 じ よ う に 回 転 操 作 し て 、 ア ナ ロ グ レ コ ー ド と 同 様 の ス ク ラ ッ
チ 再 生 等 の 特 殊 再 生 を 行 う こ と が で き る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 ま た 、 本 出 願 人 は 、 CDに 記 録 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ の 再 生 を 開 始 す る と 、 ジ ョ グ ダ イ
ヤ ル 部 （ 操 作 円 盤 部 と 円 盤 部 ） が 予 め 定 め ら れ た 速 度 で 回 転 し 、 操 作 円 盤 部 と 円 盤 部 が 同
じ 回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 で 回 転 し て い る と き 、 標 準 速 度 で オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 し 、 こ
の 操 作 円 盤 部 を 円 盤 部 と 独 立 し て 正 方 向 又 は 逆 方 向 に 回 転 操 作 す る こ と に よ り 、 ア ナ ロ グ
レ コ ー ド プ レ ー ヤ と 同 様 の ス ク ラ ッ チ 再 生 等 の 特 殊 再 生 を 行 う こ と が で き る 光 デ ィ ス ク 再
生 装 置 を 先 に 提 案 し た （ 特 願 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ３ ５ １ ４ 号 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ は 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ３ ５ １ ４ 号 の 特 許 出 願 図 面 に 記 載 さ れ た 光 デ ィ ス ク 装 置 の
ジ ョ グ ダ イ ヤ ル 部 の 側 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
　 オ ー デ ィ オ デ ー タ の 再 生 を 開 始 す る と 、 モ ー タ ５ １ は 、 予 め 定 め ら れ た 速 度 で 回 転 す る
。 モ ー タ ５ １ が 回 転 し DJが 操 作 円 盤 部 ５ ３ に 触 れ て い な い と き 、 円 盤 部 ５ ２ 及 び 操 作 円 盤
部 ５ ３ は 、 同 じ 速 度 で 回 転 す る 。 ま た 、 DJが 操 作 円 盤 部 ５ ３ を 操 作 す る 場 合 、 ス リ ッ プ マ
ッ ト ５ ８ に よ り 、 操 作 円 盤 部 ５ ３ は 、 円 盤 部 ５ ２ と 独 立 し て 回 転 す る 。 第 １ セ ン サ 部 ５ ４
は 、 円 盤 部 ５ ２ に 設 け ら れ た ス リ ッ ト 部 ５ ５ の 開 口 部 を 検 出 し 、 円 盤 部 ５ ２ の 回 転 状 態 （
回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 ） に 応 じ た 第 １ パ ル ス 信 号 を 発 生 し 、 図 示 し な い 制 御 部 に 入 力 す る
。 第 ２ セ ン サ 部 ５ ６ は 、 操 作 円 盤 部 ５ ３ に 設 け ら れ た ス リ ッ ト 部 ５ ７ の 開 口 部 を 検 出 し 、
操 作 円 盤 部 ５ ３ の 回 転 状 態 （ 回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 ） に 応 じ た 第 ２ パ ル ス 信 号 を 発 生 し 制
御 部 に 入 力 す る 。 制 御 部 は 、 入 力 さ れ る 第 １ パ ル ス 信 号 と 第 ２ パ ル ス 信 号 か ら 、 円 盤 部 ５
２ と 操 作 円 盤 部 ５ ３ が 同 じ 回 転 状 態 で あ る か 否 か を 判 別 す る 。 制 御 部 は 、 円 盤 部 ５ ２ と 操
作 円 盤 部 ５ ３ が 同 じ 回 転 状 態 で あ る こ と を 判 別 す る と 、 オ ー デ ィ オ デ ー タ が 記 憶 さ れ た メ
モ リ か ら 標 準 速 度 で オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 を す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 DJは 、 回 転 し て い る 操 作 円 盤 部 ５ ３ を 時 計 回 り 方 向 又 は 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 操 作 す る
こ と に よ り ス ク ラ ッ チ 再 生 を 行 う 。 制 御 部 は 、 円 盤 部 ５ ２ と 操 作 円 盤 部 ５ ３ が 同 じ 回 転 状
態 で な い こ と を 判 別 す る と 、 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 か ら 操 作 円 盤 部 ５ ３ の 回 転 速 度 及
び 回 転 方 向 を 判 別 し 、 判 別 し た 回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 に 応 じ て 、 メ モ リ に 記 憶 さ れ た オ ー
デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し 速 度 及 び 読 み 出 し 順 序 （ オ ー デ ィ オ デ ー タ を 昇 順 ア ド レ ス 又 は 降
順 ア ド レ ス で 読 み 出 す ） を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 円 盤 部 ５ ２ 及 び 操 作 円 盤 部 ５ ３ を 備 え た DJ用 CDプ レ ー ヤ が 、 例 え ば 、 １ 分 間 に
３ ０ 回 転 す る モ ー タ ５ １ を 備 え て い る 場 合 、 DJが 操 作 円 盤 部 ５ ３ を １ 回 転 さ せ る と 、 制 御
部 が 判 別 し た 操 作 円 盤 部 ５ ３ の 回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 で メ モ リ か ら ２ 秒 間 分 の オ ー デ ィ オ
デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 を す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 DJは 、 こ の DJ用 CDプ レ ー ヤ の 操 作 円 盤 部 ５ ３ を 操 作 し て 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 を 行 い
、 そ の 後 、 標 準 速 度 で オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 し 、 さ ら に 、 標 準 速 度 で の 再 生 の 後 、 第 １
の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 時 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ に 戻 る 場 合 、 標 準 速 度 で の 再 生 の 間
、 操 作 円 盤 部 ５ ３ の 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 終 了 位 置 （ 回 転 位 置 ） か ら の 操 作 円 盤 部 ５ ３ の
回 転 数 を 数 え 、 標 準 再 生 速 度 で の 再 生 を 終 了 し た 位 置 （ 回 転 位 置 ） か ら 数 え た 回 転 数 だ け
操 作 円 盤 部 ５ ３ を 逆 方 向 （ モ ー タ ５ １ の 回 転 方 向 と 逆 の 回 転 方 向 ） に 回 転 さ せ る 操 作 を す
る 。 例 え ば 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 終 了 後 に 標 準 速 度 で オ ー デ ィ オ デ ー タ を １ ０ 秒 間 再 生
す る と 、 操 作 円 盤 部 ５ ３ は ５ 回 転 す る の で 、 DJは 、 標 準 再 生 速 度 で の 再 生 を 終 了 し た 位 置
か ら 逆 方 向 に 操 作 円 盤 部 ５ ３ を ５ 回 転 す る こ と に よ り 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た
位 置 に 戻 る こ と が で き る 。 こ の た め 、 DJは 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 と 同 じ 効 果 音 を 第 ２ の
ス ク ラ ッ チ 再 生 で 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 DJ用 CDプ レ ー ヤ に 安 価 な 回 転 精 度 が 低 い モ ー タ を 用 い て 円 盤 部 ５ ２ 及 び 操 作 円 盤 部 ５ ３
を 回 転 駆 動 さ せ る と 、 円 盤 部 ５ ２ 及 び 操 作 円 盤 部 ５ ３ は 、 モ ー タ ５ １ の 回 転 精 度 に よ り 回
転 速 度 が 変 化 し 、 回 転 数 に 偏 差 が 生 じ る 。 こ の DJ用 CDプ レ ー ヤ は 、 円 盤 部 ５ ２ と 操 作 円 盤
部 ５ ３ の 回 転 状 態 が 一 致 し て い る 場 合 、 基 準 の ク ロ ッ ク で メ モ リ に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ
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デ ー タ を 標 準 速 度 で 読 み 出 す た め 、 回 転 精 度 の 低 い モ ー タ を 使 用 し て も 標 準 速 度 の 再 生 に
は 影 響 が な い 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 回 転 精 度 の 低 い モ ー タ を 使 用 し た 場 合 、 次 の よ
う な 問 題 点 が あ る 。 例 え ば 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 終 了 後 に 標 準 速 度 で オ ー デ ィ オ デ ー タ
を １ ０ 秒 間 再 生 し た 場 合 、 モ ー タ の 回 転 精 度 が 低 い と 操 作 円 盤 部 ５ ３ の 回 転 数 は 、 ５ 回 転
よ り 増 減 し た 回 転 数 （ 例 え ば 、 ４ ． ５ や ５ ． ５ 。 ） と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 操 作 円 盤 部 ５ ３ の 回 転 数 が ４ ． ５ で あ る 場 合 、 DJは 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が
終 了 し た 時 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ に 戻 す 操 作 を す る た め に 、 操 作 円 盤 部 ５ ３ を 逆 方 向 に ４
． ５ 回 転 さ せ る 。 制 御 部 は 、 操 作 円 盤 部 ５ ３ が 逆 方 向 に １ 回 転 さ れ る と 、 メ モ リ か ら 降 順
ア ド レ ス で ２ 秒 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 を す る の で 、 操 作 円 盤 部 ５ ３ を 逆 方
向 に ４ ． ５ 回 転 さ せ る と 、 メ モ リ か ら 降 順 ア ド レ ス で ９ 秒 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出
す 制 御 を す る 。 し た が っ て 、 DJ用 CDプ レ ー ヤ は 、 ９ 秒 前 の オ ー デ ィ オ デ ー タ か ら 再 生 を 開
始 し 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 を 終 了 し た 時 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ （ １ ０ 秒 前 の オ ー デ ィ オ
デ ー タ ） と 異 な る オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ８ ６ ４ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 本 出 願 人 が 先 に 提 案 し た 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 を 更 に 改 良 し 、 モ ー タ の 回 転 精
度 が 低 い た め に 円 盤 部 及 び 操 作 円 盤 部 の 回 転 数 に 偏 差 が 生 じ た 場 合 に お い て も 、 第 １ の ス
ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 時 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ に 戻 る こ と が で き 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再
生 と 同 じ 効 果 音 を 第 ２ の ス ク ラ ッ チ 再 生 で 出 力 す る こ と が で き る 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 光 デ ィ ス ク に 記 録 さ れ た
オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 部 と 、 前 記 再 生 部 が 再 生 し た オ ー デ ィ オ デ ー タ を 記 憶 す
る 記 憶 部 と 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し 速 度 及 び 読 み 出 し 順 序
を 指 示 す る 操 作 部 と 、 前 記 操 作 部 の 指 示 に よ り 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ
を 読 み 出 す 制 御 を す る 制 御 部 と を 備 え た 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 に お い て 、 前 記 操 作 部 は 、 操
作 円 盤 部 と 前 記 操 作 円 盤 部 を 載 置 す る 円 盤 部 と を 備 え 、 前 記 円 盤 部 を 回 転 駆 動 す る 駆 動 部
と 、 前 記 操 作 円 盤 部 の 回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 を 検 出 し て 回 転 検 出 信 号 を 発 生 す る 回 転 検 出
部 と 、 前 記 回 転 検 出 部 が 発 生 し た 回 転 検 出 信 号 の 数 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン タ 部 と を 備 え 、
前 記 制 御 部 は 、 前 記 操 作 部 に よ る 第 １ の 操 作 を 終 了 し た 時 点 で 前 記 記 憶 部 か ら 読 み 出 さ れ
た オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 出 時 間 を 記 憶 し 、 前 記 操 作 部 に よ る 第 ２ の 操 作 が 開 始 さ れ る と 、
前 記 カ ウ ン タ 部 が 前 記 第 １ の 操 作 終 了 か ら 前 記 第 ２ の 操 作 開 始 ま で の 期 間 に カ ウ ン ト し た
回 転 検 出 信 号 数 及 び 前 記 読 出 時 間 に 基 づ い て 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ
を 読 み 出 す 制 御 を す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 に お い て 、 前
記 記 憶 部 か ら 読 み 出 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を フ レ ー ム 単 位 毎 に 検 出 し て フ レ ー ム 検 出 信
号 を 発 生 す る フ レ ー ム 検 出 部 を 更 に 備 え 、 前 記 読 出 時 間 は 、 前 記 制 御 部 が 前 記 フ レ ー ム 検
出 信 号 か ら 算 出 し た 時 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 に お い て 、 前
記 制 御 部 は 、 前 記 回 転 検 出 信 号 数 か ら 第 １ の 再 生 時 間 を 算 出 し 、 前 記 操 作 部 に よ る 第 ２ の
操 作 が 開 始 さ れ る と 、 前 記 読 出 時 間 に 前 記 第 １ の 再 生 時 間 を 加 え た 第 ２ の 再 生 時 間 か ら 前
記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 を す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 円 盤 部 及 び 操 作 円 盤 部 の 回 転 数 に 偏 差 が 生 じ た 場 合 に お い て も 、 第 １
の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 時 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ に 戻 る こ と が で き 、 第 １ の ス ク ラ ッ
チ 再 生 と 同 じ 効 果 音 を 第 ２ の ス ク ラ ッ チ 再 生 で 出 力 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 １ に お い て 、 １ は タ ー ン テ ー ブ ル 、 ２ は ス ピ ン ド ル モ ー タ 、 ３ は サ ー ボ 制 御 部 、 ４ は 光
ピ ッ ク ア ッ プ 、 ５ は 再 生 ア ン プ 、 ６ は 信 号 処 理 部 、 ７ は メ モ リ 制 御 部 、 ８ は RAM（ Random 
Access Memory） 、 ９ は フ レ ー ム 検 出 部 、 １ ０ は 、 DAC（ Digital to Analog Converter）
、 １ １ は 出 力 端 子 、 １ ２ は 制 御 部 、 １ ３ は 表 示 部 、 １ ４ は 操 作 部 、 １ ５ は カ ウ ン タ 部 、 １
６ は 読 出 時 間 記 憶 部 を 示 す 。 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 は 、 操 作 部 １ ４
に 読 出 指 示 部 と し て の ジ ョ グ ダ イ ヤ ル 部 を 備 え 、 ジ ョ グ ダ イ ヤ ル 部 の 回 転 速 度 及 び 回 転 方
向 に 応 じ て 、 CDか ら 再 生 し RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し 速 度
及 び 読 み 出 し 順 序 を 変 え る こ と が で き る DJ用 の CDプ レ ー ヤ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス ピ ン ド ル モ ー タ ２ に 固 定 さ れ た タ ー ン テ ー ブ ル １ は 、 CDを 固 定 す る 。 操 作 部 １ ４ か ら
再 生 開 始 の 指 示 が 入 力 さ れ る と 、 サ ー ボ 制 御 部 ３ は 、 ス ピ ン ド ル モ ー タ ２ を 所 定 の 線 速 度
で 回 転 駆 動 さ せ る 制 御 を す る 。 ま た 、 サ ー ボ 制 御 部 ３ は 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ４ か ら の レ ー ザ
光 を CDの ピ ッ ト 列 を 正 し く ト レ ー ス す る た め に 、 図 示 し な い フ ォ ー カ ス サ ー ボ 回 路 と ト ラ
ッ キ ン グ サ ー ボ 回 路 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 光 ピ ッ ク ア ッ プ ４ が 読 み 取 っ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ は 、 再 生 ア ン プ ５ に よ り 波 形
整 形 及 び 増 幅 さ れ 信 号 処 理 部 ６ に 入 力 さ れ る 。 信 号 処 理 部 ６ は 、 デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー
タ の 復 調 、 フ ォ ー カ ス エ ラ ー 信 号 や ト ラ ッ キ ン グ エ ラ ー 信 号 等 の エ ラ ー 信 号 、 同 期 信 号 の
抜 き 出 し 等 を し て デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を メ モ リ 制 御 部 ７ に 入 力 す る 。 メ モ リ 制 御 部
７ は 、 入 力 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を RAM８ に 入 力 す る よ う 制 御 す る 。 RAM８ は 、
入 力 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 記 憶 す る 。 RAM８ が 記 憶 し た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ
デ ー タ は 、 メ モ リ 制 御 部 ７ の 制 御 に よ り 読 み 出 さ れ 、 メ モ リ 制 御 部 ７ に 備 え ら れ た フ レ ー
ム 検 出 部 ９ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ レ ー ム 検 出 部 ９ は 、 RAM８ か ら 入 力 さ れ る デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を フ レ ー ム 単 位
で 検 出 し 、 １ フ レ ー ム を 検 出 す る 毎 に フ レ ー ム 検 出 信 号 を 発 生 し 、 当 該 フ レ ー ム 検 出 信 号
を 制 御 部 １ ２ に 入 力 す る 。 フ レ ー ム 検 出 部 ９ は 、 メ モ リ 制 御 部 ７ の 制 御 に よ り RAM８ か ら
昇 順 ア ド レ ス で デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ が 読 み 出 さ れ て い る と き 、 第 １ の フ レ ー ム 検 出
信 号 を 発 生 し 、 RAM８ か ら 降 順 ア ド レ ス で デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ が 読 み 出 さ れ て い る
と き 、 第 ２ の フ レ ー ム 検 出 信 号 を 発 生 す る 。 CDに 記 録 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ の サ ン プ リ
ン グ 周 波 数 が 44.1kHzで あ る 場 合 、 １ 秒 間 分 の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ は ４ ４ １ ０ ０ サ
ン プ ル と な り 、 １ フ レ ー ム （ 1/75秒 ） で は 、 ５ ８ ８ サ ン プ ル と な る 。 フ レ ー ム 検 出 部 ９ は
、 ５ ８ ８ サ ン プ ル の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 検 出 す る 毎 に 、 第 １ の フ レ ー ム 検 出 信 号
又 は 第 ２ の フ レ ー ム 検 出 信 号 を 発 生 す る 。 DAC１ ０ は 、 フ レ ー ム 検 出 部 ９ か ら 入 力 さ れ た
デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 信 号 に 変 換 す る 。 DAC９ に よ り 変 換 さ れ
た ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 信 号 は 、 出 力 端 子 １ １ か ら 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 表 示 部 １ ３ は 、 現 在 再 生 し て い る ト ラ ッ ク の 再 生 時 間 、 ト ラ ッ ク ナ ン バ ー 等 を 表 示 す る
。 操 作 部 １ ４ は 、 ジ ョ グ ダ イ ヤ ル 部 、 再 生 ボ タ ン 、 再 生 停 止 ボ タ ン 、 ト ラ ッ ク サ ー チ ボ タ
ン 、 早 送 り ボ タ ン 、 早 戻 し ボ タ ン 、 イ ジ ェ ク ト ボ タ ン を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る CDプ レ ー ヤ の 操 作 部 １ ４ が 備 え る ジ ョ グ ダ イ ヤ ル 部 の
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側 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ２ １ は パ ネ ル 、 ２ ２ は モ ー タ 、 ２ ３ は 回 転 軸 、 ２
４ は プ ー リ 、 ２ ５ は プ ー リ 部 、 ２ ６ は ベ ル ト 、 ２ ７ は 円 盤 部 、 ２ ８ は プ ー リ 部 、 ２ ９ は シ
ー ト 部 、 ３ ０ は 操 作 円 盤 部 、 ３ １ は 保 持 部 、 ３ ２ は 回 転 軸 、 ３ ３ は 第 ２ 光 セ ン サ 部 、 ３ ４
は ス ケ ー ル 保 持 部 、 ３ ５ は ス ケ ー ル 部 、 ３ ６ は 第 １ 光 セ ン サ 部 、 ３ ７ は ス ケ ー ル 保 持 部 、
３ ８ は ス ケ ー ル 部 、 ３ ９ は ワ ッ シ ャ ー 、 ４ ０ は ネ ジ 、 ４ １ は 軸 受 け 、 ４ ２ は Eリ ン グ 、 ４
３ は 凸 部 、 ４ ４ は 凹 部 、 ４ ５ は 軸 受 け 、 ４ ６ は 軸 受 け を 示 す 。 本 実 施 例 の CDプ レ ー ヤ で は
、 操 作 円 盤 部 ３ ０ は 、 直 径 １ ０ cm～ ３ ０ cmの ア ナ ロ グ レ コ ー ド と 同 等 の 大 き さ の 円 盤 で あ
り 、 ジ ョ グ ダ イ ヤ ル 部 は 、 CDプ レ ー ヤ の 上 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 例 の CDプ レ ー ヤ は 、 パ ネ ル ２ １ に モ ー タ ２ ２ が ネ ジ ４ ０ で 取 り 付 け ら れ て い る 。
パ ネ ル ２ １ は 、 軸 受 け ４ １ を イ ン サ ー ト 成 形 、 す な わ ち 一 体 成 形 （ 以 下 同 じ ） に よ り 形 成
し て い る 。 モ ー タ ２ ２ の 回 転 軸 ２ ３ に は 、 プ ー リ ２ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 モ ー タ ２ ２
の 回 転 軸 ２ ３ に 取 り 付 け ら れ た プ ー リ ２ ４ の プ ー リ 部 ２ ５ と 円 盤 部 ２ ７ の プ ー リ 部 ２ ８ に
ベ ル ト ２ ６ が 掛 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 円 盤 部 ２ ７ の 回 転 状 態 を 検 出 す る た め の ス ケ ー ル 部 ３ ８ は 、 円 盤 部 ２ ７ の 裏 面 に 取 り 付
け ら れ た ス ケ ー ル 保 持 部 ３ ７ に ネ ジ ４ ０ で 固 定 さ れ て い る 。 第 １ 光 セ ン サ 部 ３ ６ は 、 ネ ジ
４ ０ で パ ネ ル ２ １ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 ス ケ ー ル 保 持 部 ３ ７ は 、 軸 受 け ４ ５ と 一 体 成
形 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 ス ケ ー ル 保 持 部 ３ ７ は 、 パ ネ ル ２ １ の 軸 受 け ４ １ に 挿 入 さ れ 、
Ｅ リ ン グ ４ ２ に よ り 保 持 さ れ て い る 。 円 盤 部 ２ ７ の 裏 面 に は 、 上 述 し た プ ー リ 部 ２ ８ が 環
状 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 保 持 シ ャ フ ト で あ る 回 転 軸 ３ ２ に は 、 軸 受 け ４ ６ が 一 体 成 形 に よ り 形
成 さ れ て い る 。 回 転 軸 ３ ２ は 、 パ ネ ル ２ １ の 軸 受 け ４ １ に ワ ッ シ ャ ー ３ ９ を 介 し て 挿 入 さ
れ 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 状 態 を 検 出 す る た め の ス ケ ー ル 部 ３ ５ は 、 ス ケ ー ル 保 持 部 ３ ４ に
ネ ジ ４ ０ で 固 定 さ れ て い る 。 ス ケ ー ル 保 持 部 ３ ４ は 、 ワ ッ シ ャ ー ３ ９ を 介 し て 回 転 軸 ３ ２
に 挿 入 さ れ て い る 。 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ は 、 ネ ジ ４ ０ で パ ネ ル ２ １ に 固 定 さ れ て い る 。 シ
ー ト 部 ２ ９ は 、 円 盤 部 ２ ７ の 上 面 に 載 置 さ れ て い る 。 こ の シ ー ト 部 ２ ９ は 、 摩 擦 係 数 が 小
さ く 、 静 電 気 が 発 生 し に く い プ ラ ス チ ッ ク ま た は プ ラ ス チ ッ ク 繊 維 か ら な る 。 操 作 円 盤 部
３ ０ は 、 シ ー ト 部 ２ ９ の 上 面 に 載 置 さ れ て い る 。 保 持 部 ３ １ は 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 上 面 に
載 置 さ れ て お り 、 保 持 部 ３ １ に 設 け ら れ た 凹 部 ４ ４ に 操 作 円 盤 部 ３ ０ に 設 け ら れ た 凸 部 ４
３ を 挿 入 す る こ と に よ り 、 シ ー ト 部 ２ ９ 及 び 操 作 円 盤 部 ３ ０ を 保 持 す る 。 し た が っ て 、 DJ
の 回 転 操 作 に よ る 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 状 態 は 、 回 転 軸 ３ ２ を 介 し て 、 ス ケ ー ル 保 持 部 ３
４ に 取 り 付 け ら れ た ス ケ ー ル 部 ３ ５ に 伝 達 さ れ 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ と ス ケ ー ル 部 ３ ５ は 一 体
的 に 回 転 す る 。 ま た 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 状 態 を 目 視 に よ り 確 認 す る た め に 、 操 作 円 盤
部 ３ ０ 又 は 保 持 部 ３ １ に は 、 回 転 位 置 を 示 す 目 印 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ は 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ と 一 体 的 に 回 転 す る ス ケ ー ル 部 ３ ５ の
回 転 状 態 （ 回 転 角 度 及 び 回 転 方 向 ） を 検 出 す る た め に 、 光 セ ン サ a及 び 光 セ ン サ bか ら 構 成
さ れ 、 ス ケ ー ル 部 ３ ５ の ス リ ッ ト 部 を 検 出 で き る よ う に パ ネ ル ２ １ の 裏 面 に 固 定 さ れ て い
る 。 ま た 、 第 １ 光 セ ン サ 部 ３ 6は 、 円 盤 部 ２ ７ と 一 体 的 に 回 転 す る ス ケ ー ル 部 ３ ８ の 回 転
状 態 （ 回 転 角 度 及 び 回 転 方 向 ） を 検 出 す る た め に 、 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ と 同 様 に ２ つ の 光
セ ン サ か ら 構 成 さ れ 、 ス ケ ー ル 部 ３ ８ の ス リ ッ ト 部 を 検 出 で き る よ う に パ ネ ル ２ １ の 上 面
に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス ケ ー ル 部 ３ ５ の 外 周 部 に は 、 等 間 隔 に 長 方 形 状 の ス リ ッ ト 部 が 設 け ら れ て い る 。 ス ケ
ー ル 部 ３ ５ の 材 質 が 金 属 の 場 合 、 ス リ ッ ト 部 は 、 長 方 形 状 の 開 口 部 に す る 。 し か し 、 開 口
部 の 形 状 は 、 長 方 形 に 限 ら れ る も の で は な く 、 適 宜 の 形 状 で よ い 。 ま た 、 ス ケ ー ル 部 ３ ５
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と し て 材 質 が 透 明 又 は 半 透 明 の プ ラ ス チ ッ ク な ど が 用 い ら れ て い る 場 合 は 、 ス リ ッ ト 部 を
印 刷 に よ っ て 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 ス リ ッ ト 部 の 印 刷 塗 料 に カ ー ボ ン を 含 ま せ る と 、 第 ２
光 セ ン サ 部 ３ ３ に よ る ス リ ッ ト 部 を 検 出 す る 精 度 が 向 上 す る 。 ま た 、 ス ケ ー ル 部 ３ ８ は 、
ス ケ ー ル 部 ３ ５ と 同 様 に そ の 外 周 部 に 等 間 隔 に 長 方 形 状 の ス リ ッ ト 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 光 セ ン サ 部 ３ ６ は 、 ス ケ ー ル 部 ３ ８ の ス リ ッ ト 部 を 検 出 し 、 円 盤 部 ２ ７ の 回 転 状 態
に 応 じ た 第 １ パ ル ス 信 号 を 発 生 し 、 制 御 部 １ ２ に 入 力 す る 。 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ は 、 ス ケ
ー ル 部 ３ ５ の ス リ ッ ト 部 を 検 出 し 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 状 態 に 応 じ た 第 ２ パ ル ス 信 号 を
発 生 し 制 御 部 １ ２ に 入 力 す る 。 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ が 発 生 し た 第 ２ パ ル ス 信 号 は 、 カ ウ ン
タ 部 １ ５ に 入 力 す る 。 カ ウ ン タ 部 １ ５ は 、 制 御 部 １ ２ の 制 御 に よ り 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ の
光 セ ン サ a又 は 光 セ ン サ bか ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 の パ ル ス の カ ウ ン ト を 開 始 し 、 制
御 部 １ ２ の 制 御 に よ り カ ウ ン ト を 停 止 す る 。 カ ウ ン タ 部 １ ５ は 、 カ ウ ン ト を 停 止 し た と き
の カ ウ ン ト 数 を 制 御 部 １ ２ に 入 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 第 １ 光 セ ン サ 部 ３ ６ か ら 入 力 さ れ る 第 １ パ ル ス 信 号 と 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３
３ か ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 か ら 、 円 盤 部 ２ ７ と 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 同 一 の 回 転 状 態 で
あ る か 否 か を 判 別 す る 。 制 御 部 １ ２ は 、 円 盤 部 ２ ７ と 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 同 一 の 回 転 状 態 の
と き 、 標 準 速 度 で の 再 生 と 判 断 し メ モ リ 制 御 部 ７ を 制 御 し て 、 RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ タ
ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 標 準 速 度 に 対 応 し た ク ロ ッ ク で 読 み 出 す 制 御 を す る 。 制 御 部 １ ２ は
、 円 盤 部 ２ ７ と 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 同 一 の 回 転 状 態 で な い こ と を 判 別 す る と 、 第 ２ 光 セ ン サ
部 ３ ３ か ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 に 応 じ た 読 み 出 す 速 度 及 び 方 向 で 、 RAM８ に 記 憶 さ
れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出 す よ う メ モ リ 制 御 部 ７ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 カ ウ ン タ 部 １ ５ が 第 ２ パ ル ス 信 号 の パ ル ス の カ ウ ン ト を 開 始 及 び 停 止 す
る 制 御 を し 、 カ ウ ン タ 部 １ ５ か ら 入 力 さ れ た カ ウ ン ト 数 か ら 第 １ の 再 生 時 間 を 算 出 す る 。
ま た 、 制 御 部 １ ２ は 、 上 述 し た フ レ ー ム 検 出 部 ９ か ら 入 力 さ れ た 第 １ の フ レ ー ム 検 出 信 号
又 は 第 ２ の フ レ ー ム 検 出 信 号 を カ ウ ン ト す る こ と に よ り 、 読 出 時 間 を 算 出 す る 。 こ の 読 出
時 間 は 、 ト ラ ッ ク の 再 生 を 開 始 し た 後 、 RAM８ か ら 読 み 出 さ れ る デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー
タ の ト ラ ッ ク 経 過 時 間 に 相 当 す る 。 制 御 部 １ ２ は 、 算 出 し た 読 出 時 間 を 読 出 時 間 記 憶 部 １
６ に 記 憶 す る 。 制 御 部 １ ２ は 、 フ レ ー ム 検 出 部 ９ か ら 入 力 さ れ る 第 １ の フ レ ー ム 検 出 信 号
を １ 回 カ ウ ン ト す る 毎 に カ ウ ン ト 数 を １ 増 や し 、 第 ２ の フ レ ー ム 検 出 信 号 を １ 回 カ ウ ン ト
す る 毎 に カ ウ ン ト 数 を １ 減 ら す 。 例 え ば 、 ト ラ ッ ク の 再 生 を 開 始 し て か ら 、 制 御 部 １ ２ が
カ ウ ン ト し た 第 １ の フ レ ー ム 検 出 信 号 の カ ウ ン ト 数 が １ ２ ０ ０ で あ る と き 、 １ 秒 は ７ ５ フ
レ ー ム で あ る た め 、 読 出 時 間 は 、 １ ６ 秒 ０ ０ フ レ ー ム （ １ ２ ０ ０ ／ ７ ５ ） と な る 。 こ の 後
、 制 御 部 １ ２ が さ ら に 第 １ の フ レ ー ム 検 出 信 号 を 連 続 し て １ ５ ５ 回 カ ウ ン ト す る と 、 制 御
部 １ ２ の カ ウ ン ト 数 は １ ３ ５ ５ （ ＝ １ ２ ０ ０ ＋ １ ５ ５ ） と な り 、 読 出 時 間 は 、 １ ８ 秒 ０ ５
フ レ ー ム （ １ ６ 秒 ０ ０ フ レ ー ム ＋ ２ 秒 ０ ５ フ レ ー ム ） と な る 。 ま た 、 カ ウ ン ト 数 が １ ２ ０
０ で あ る と き 、 制 御 部 １ ２ が 第 ２ の フ レ ー ム 検 出 信 号 を 連 続 し て ２ ０ ０ 回 カ ウ ン ト す る と
、 制 御 部 １ ２ の カ ウ ン ト 数 は １ ０ ０ ０ （ ＝ １ ２ ０ ０ － ２ ０ ０ ） と な り 、 読 出 時 間 は 、 １ ３
秒 ２ ５ フ レ ー ム （ １ ６ 秒 ０ ０ フ レ ー ム － ２ 秒 ５ ０ フ レ ー ム ） と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 例 の CDプ レ ー ヤ は 、 CDに 記 録 さ れ た オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 す る 場 合 、 円 盤 部 ２
７ の 回 転 数 が １ 分 間 に ア ナ ロ グ レ コ ー ド プ レ ー ヤ の 再 生 時 に お け る タ ー ン テ ー ブ ル の 回 転
数 と 同 じ （ 33＋ 1/3） 回 転 と な る よ う に モ ー タ ２ ２ の 回 転 数 を 決 め る 。 モ ー タ ２ ２ の 駆 動
力 は 、 プ ー リ 部 ２ ５ と プ ー リ 部 ２ ８ に か け ら れ て い る ベ ル ト ２ ６ に 伝 達 さ れ て 円 盤 部 ２ ７
が 回 転 す る こ と に よ り 、 シ ー ト 部 ２ ９ 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ 、 ス ケ ー ル 部 ３ ５ 及 び ス ケ ー ル 部
３ ８ は 、 円 盤 部 ２ ７ と 同 じ 速 度 で 回 転 す る 。 こ こ で 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ は 、 円 盤 部 ２ ７ の 回
転 に 追 従 で き る よ う に 表 面 積 を 大 き く し 、 材 質 、 厚 み を 調 整 す る こ と に よ り 、 載 置 さ れ て
い る シ ー ト 部 ２ ９ が 小 さ い 摩 擦 係 数 で あ っ て も 、 円 盤 部 ２ ７ と 同 じ 回 転 速 度 で 回 転 す る よ
う に 、 自 重 と 慣 性 モ ー メ ン ト が 設 計 さ れ て い る 。 モ ー タ ２ ２ の 回 転 方 向 は 、 ア ナ ロ グ レ コ
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ー ド プ レ ー ヤ の タ ー ン テ ー ブ ル の 回 転 方 向 （ 時 計 回 り 方 向 ） と 同 じ 方 向 で あ る 。 こ の た め
、 本 実 施 例 の CDプ レ ー ヤ で は 、 ア ナ ロ グ レ コ ー ド を 用 い て ス ク ラ ッ チ 再 生 等 の 特 殊 再 生 を
行 う 操 作 と 同 様 の 操 作 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 の CDプ レ ー ヤ を 用 い て 、 ス ク ラ ッ チ 再 生 を 行 う 場 合 、 DJは 、 手 で 操 作 円 盤 部 ３
０ を 素 早 く 正 方 向 又 は 逆 方 向 に 回 転 さ せ る 操 作 を 繰 り 返 す 。 制 御 部 １ ２ は 、 第 ２ 光 セ ン サ
部 ３ ３ の 光 セ ン サ a及 び 光 セ ン サ bか ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 か ら 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ の
回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 を 判 別 す る 。 制 御 部 １ ２ は 、 判 別 し た 回 転 速 度 及 び 回 転 方 向 に 応 じ
て 、 メ モ リ 制 御 部 ７ を 制 御 す る 。 メ モ リ 制 御 部 ７ は 、 RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ
ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し 速 度 及 び 読 み 出 し 順 序 （ デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 昇 順 ア ド レ ス
で 読 み 出 す 、 ま た は 、 降 順 ア ド レ ス で 読 み 出 す ） を 制 御 す る 。 RAM８ か ら 読 み 出 さ れ た デ
ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ は 、 フ レ ー ム 検 出 部 ９ を 介 し て DAC１ ０ に よ り ア ナ ロ グ オ ー デ ィ
オ 信 号 に 変 換 さ れ 出 力 端 子 １ １ か ら 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 の CDプ レ ー ヤ の 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 位
置 に 戻 る 操 作 を し た と き の 動 作 に つ い て 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ５ は 、 第 ２ の
再 生 時 間 を 説 明 す る 図 で あ る 。 本 実 施 例 の CDプ レ ー ヤ で は 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ が １ 回 転 す る
と き 、 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ が １ ３ ５ パ ル ス の 第 ２ パ ル ス 信 号 を 発 生 し 、 第 ２ パ ル ス 信 号 の
１ パ ル ス で RAM８ に 記 憶 さ れ た １ フ レ ー ム 分 の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出 す も の
と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ の ス テ ッ プ １ は 、 円 盤 部 ２ ７ 及 び 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 同 一 の 速 度 で 回 転 し 、 標 準 速 度
で オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 し て い る と き 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ を 回 転 操 作 し 、 第 １ の ス ク ラ ッ
チ 再 生 の 操 作 が さ れ た か 否 か を 制 御 部 １ ２ が 判 別 す る ス テ ッ プ で あ る 。 第 １ の ス ク ラ ッ チ
再 生 の 操 作 が さ れ た 場 合 は ス テ ッ プ ２ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ ２ は 、 制 御 部 １ ２ が 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ か ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 に 応 じ
て 、 RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し 速 度 及 び 方 向 を 判 別 し メ モ
リ 制 御 部 ７ を 制 御 す る ス テ ッ プ で あ る 。 制 御 部 １ ２ は 、 第 ２ パ ル ス 信 号 の １ パ ル ス で RAM
８ に 記 憶 さ れ た １ フ レ ー ム 分 の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 判 別 し た 読 み 出 し 順 序 で 読 み
出 す 制 御 を す る 。 ま た 、 制 御 部 １ ２ は 、 RAM８ に 現 在 読 み 出 さ れ て い る デ ジ タ ル オ ー デ ィ
オ デ ー タ を 含 む 所 定 時 間 内 の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ が 記 憶 さ れ る よ う に 、 サ ー ボ 制 御
部 ３ を 制 御 す る 。 例 え ば 、 現 在 読 み 出 さ れ て い る デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 中 心 と し て
、 前 後 そ れ ぞ れ ６ ０ 秒 分 の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ が 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ ３ は 、 ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た か 否 か を 制 御 部 １ ２ が 判 別 す る ス テ ッ プ で あ
る 。 ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 場 合 は ス テ ッ プ ４ に 進 む 。 制 御 部 １ ２ は 、 第 １ 光 セ ン サ 部
３ ６ か ら 入 力 さ れ る 第 １ パ ル ス 信 号 と 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ か ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号
か ら 、 円 盤 部 ２ ７ と 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 同 一 の 回 転 状 態 で あ る こ と を 判 別 す る こ と に よ り 、
ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た こ と を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ ４ は 、 ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た と き 、 制 御 部 １ ２ が 算 出 し た 読 出 時 間 を 読 出
時 間 記 憶 部 １ ６ に 記 憶 す る ス テ ッ プ で あ る 。 制 御 部 １ ２ は 、 フ レ ー ム 検 出 部 ９ か ら 入 力 さ
れ た 第 １ の フ レ ー ム 検 出 信 号 又 は 第 ２ の フ レ ー ム 検 出 信 号 を カ ウ ン ト す る こ と に よ り 、 読
出 時 間 を 算 出 す る 。 こ の 読 出 時 間 は 、 ト ラ ッ ク の 再 生 を 開 始 し て か ら ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終
了 し た 直 後 に 、 RAM８ か ら 読 み 出 さ れ る デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ の ト ラ ッ ク 経 過 時 間 に
相 当 す る 。 本 実 施 例 で は 、 ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た と き 、 制 御 部 １ ２ が 算 出 し た 読 出 時
間 を ３ 分 ０ ０ 秒 ０ ０ フ レ ー ム と す る 。 図 ５ に 示 す O点 は 、 ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た と き
の 読 出 時 間 （ ３ 分 ０ ０ 秒 ０ ０ フ レ ー ム ） を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 ス テ ッ プ ５ は 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 後 、 制 御 部 １ ２ が カ ウ ン タ 部 １ ５ に 第
２ パ ル ス 信 号 の パ ル ス の カ ウ ン ト を 開 始 さ せ る 制 御 を す る ス テ ッ プ で あ る 。 カ ウ ン タ 部 １
５ は 、 制 御 部 １ ２ の 制 御 に よ り 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ か ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 の パ ル
ス の カ ウ ン ト を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ ６ は 、 制 御 部 １ ２ が 標 準 速 度 で オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 す る 制 御 す る ス テ ッ プ
で あ る 。 制 御 部 １ ２ は 、 第 １ 光 セ ン サ 部 ３ ６ か ら 入 力 さ れ る 第 １ パ ル ス 信 号 と 第 ２ 光 セ ン
サ 部 ３ ３ か ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 か ら 、 円 盤 部 ２ ７ と 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 同 一 の 回 転
状 態 で あ る こ と 判 別 す る と 、 標 準 速 度 で オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 す る 制 御 を す る 。 本 実 施
例 で は 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 終 了 後 、 標 準 速 度 で の オ ー デ ィ オ デ ー タ を ９ 秒 間 再 生 す る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ ７ は 、 図 ４ に 示 す ス テ ッ プ ８ に 進 む ス テ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ に 示 す ス テ ッ プ ８ は 、 標 準 速 度 で の オ ー デ ィ オ デ ー タ の 再 生 を 終 了 し 、 操 作 円 盤 部
３ ０ の 回 転 操 作 が さ れ た か 否 か を 制 御 部 １ ２ が 判 別 す る ス テ ッ プ で あ る 。 こ こ で 、 DJは 、
第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 時 間 （ 図 ５ に 示 す O点 ） に 戻 る た め に 、 操 作 円 盤 部 ３ ０
を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 操 作 す る 。 こ の と き 、 DJは 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ を 反 時 計 回 り 方 向 に
回 転 操 作 し て い る と き に 再 生 さ れ る 音 を 出 力 さ せ た く な い 場 合 、 音 量 を 下 げ る 操 作 を す る
。 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 操 作 が さ れ た 場 合 は ス テ ッ プ ９ に 進 む 。 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 操
作 が さ れ て な い 場 合 は ス テ ッ プ １ ４ に 進 む 。 本 実 施 例 で は 、 標 準 速 度 で の オ ー デ ィ オ デ ー
タ を ３ 分 ０ ０ 秒 ０ ０ フ レ ー ム か ら ９ 秒 間 再 生 し た た め 、 標 準 速 度 で の 再 生 終 了 時 の 時 間 は
、 ３ 分 ０ ９ 秒 ０ ０ フ レ ー ム と な る 。 図 ５ に 示 す A点 は 、 標 準 速 度 で の 再 生 終 了 時 の 時 間 （
３ 分 ０ ９ 秒 ０ ０ フ レ ー ム ） を 示 す 。 す な わ ち 、 ス テ ッ プ ３ の 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 終 了 時
か ら ス テ ッ プ ９ の 標 準 速 度 で の 再 生 終 了 ま で に 、 図 ５ に 示 す O点 か ら A点 ま で の 時 間 分 の オ
ー デ ィ オ デ ー タ が 標 準 速 度 で 再 生 さ れ た こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ ９ は 、 制 御 部 １ ２ が カ ウ ン タ 部 １ ５ に 第 ２ パ ル ス 信 号 の パ ル ス の カ ウ ン ト を 停
止 す る 制 御 を す る ス テ ッ プ で あ る 。 カ ウ ン タ 部 １ ５ は 、 制 御 部 １ ２ の 制 御 に よ り 第 ２ 光 セ
ン サ 部 ３ ３ か ら 入 力 さ れ る 第 ２ パ ル ス 信 号 の パ ル ス の カ ウ ン ト を 停 止 し 、 カ ウ ン ト 数 を 制
御 部 １ ２ に 入 力 す る 。 カ ウ ン タ 部 １ ５ は 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 の 終 了 か ら ス テ ッ プ ８ に
お い て 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 操 作 が 開 始 さ れ る ま で の 間 （ ９ 秒 間 ） に 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ が
回 転 し 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ が 発 生 し た 第 ２ パ ル ス 信 号 の パ ル ス を カ ウ ン ト し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ は 、 制 御 部 １ ２ が カ ウ ン タ 部 １ ５ か ら 入 力 さ れ た カ ウ ン ト 数 か ら 第 １ の 再
生 時 間 を 算 出 す る ス テ ッ プ で あ る 。 こ こ で 、 標 準 速 度 で の オ ー デ ィ オ デ ー タ を 再 生 し て い
る と き 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ が １ 分 間 に （ 33＋ 1/3） 回 転 す る の で 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ が １ 回 転
す る の に 要 す る 時 間 は 、 １ ． ８ 秒 （ １ ３ ５ フ レ ー ム ） で あ る 。 ま た 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ が １
回 転 す る と 、 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ が １ ３ ５ パ ル ス の 第 ２ パ ル ス 信 号 を 発 生 す る 。 こ の た め
、 本 実 施 例 で は 、 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３ が １ ３ ５ パ ル ス の 第 ２ パ ル ス 信 号 を 発 生 し た と き 、
１ ３ ５ フ レ ー ム の オ ー デ ィ オ デ ー タ が 再 生 さ れ る 。 し た が っ て 、 制 御 部 １ ２ は 、 カ ウ ン タ
部 １ ５ か ら 入 力 さ れ た カ ウ ン ト 数 を フ レ ー ム 数 と す る こ と に よ り 、 第 １ の 再 生 時 間 を 算 出
す る 。 本 実 施 例 で は 、 円 盤 部 ２ ７ 及 び 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 数 に 偏 差 が 生 じ た た め 、 第 １
の ス ク ラ ッ チ 再 生 の 終 了 （ ス テ ッ プ ３ ） か ら 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 操 作 が 開 始 さ れ る （ ス
テ ッ プ ８ ） ま で の 間 （ ９ 秒 間 ） に 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ が ４ ． ５ 回 転 し （ 偏 差 が 生 じ な け れ ば
５ 回 転 す る ） 、 カ ウ ン タ 部 １ ５ が カ ウ ン ト し た カ ウ ン ト 数 を ６ ０ ８ （ １ ３ ５ × ４ ． ５ ＝ ６
０ ７ ． ５ ） と す る 。 し た が っ て 、 制 御 部 １ ２ は 、 カ ウ ン ト 数 を フ レ ー ム 数 と し て 第 １ の 再
生 時 間 を 算 出 す る の で 、 第 １ の 再 生 時 間 を ０ ８ 秒 ０ ８ フ レ ー ム （ ＝ ６ ０ ８ /７ ５ ） と 算 出
す る 。 こ の 第 １ の 再 生 時 間 は 、 DJが 操 作 円 盤 部 ３ ０ を ４ ． ５ 回 転 し た と き 、 RAM８ か ら 読
み 出 さ れ る デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ の 時 間 に 相 当 す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス テ ッ プ １ １ は 、 ス テ ッ プ ４ に お い て 算 出 し 記 憶 し た 読 出 時 間 に ス テ ッ プ １ ０ に て 算 出
し た 第 １ の 再 生 時 間 を 加 え た 第 ２ の 再 生 時 間 を 制 御 部 １ ２ が 算 出 す る ス テ ッ プ で あ る 。 本
実 施 例 で は 、 上 述 し た よ う に 、 読 出 時 間 を ３ 分 ０ ０ 秒 ０ ０ フ レ ー ム と し 、 第 １ の 再 生 時 間
を ０ ８ 秒 ０ ８ フ レ ー ム と す る の で 、 第 ２ の 再 生 時 間 は 、 ３ 分 ０ ８ 秒 ０ ８ フ レ ー ム と な る 。
図 ５ に 示 す B点 は 、 第 ２ の 再 生 時 間 （ ３ 分 ０ ８ 秒 ０ ８ フ レ ー ム ） を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ １ ２ は 、 ス テ ッ プ ８ に お い て 、 DJが 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 操 作 を 開 始 す る と き
、 制 御 部 １ ２ が 算 出 し た 第 ２ の 再 生 時 間 に 対 応 す る RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ
オ デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 を す る ス テ ッ プ で あ る 。 制 御 部 １ ２ は 、 DJが 反 時 計 回 り 方 向 に 操
作 円 盤 部 ３ ０ を 回 転 操 作 す る の で 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 速 度 に 応 じ て 、 RAM８ か ら デ ジ
タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 降 順 ア ド レ ス で 読 み 出 す 制 御 を す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 ス テ ッ プ ８ に お い て 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 回 転 操 作 さ れ る と 、 図 ５ に 示 す B
点 （ 第 ２ の 再 生 時 間 ： ３ 分 ０ ８ 秒 ０ ８ フ レ ー ム ） に 対 応 す る 時 間 か ら RAM８ に 記 憶 さ れ た
デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し 開 始 し 、 こ の 時 間 の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ か ら
操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 状 態 に 応 じ て RAM８ か ら デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ を 読 み 出 す 制 御
を す る 。 DJが 操 作 円 盤 部 ３ ０ を 反 時 計 回 り 方 向 に ４ ． ５ 回 転 す る と 、 第 ２ 光 セ ン サ 部 ３ ３
が ６ ０ ８ パ ル ス の 第 ２ パ ル ス 信 号 を 発 生 す る の で 、 図 ５ に 示 す B点 （ 第 ２ の 再 生 時 間 ： ３
分 ０ ８ 秒 ０ ８ フ レ ー ム ） か ら ６ ０ ８ フ レ ー ム （ ０ ８ 秒 ０ ８ フ レ ー ム ） 前 ま で の 図 ５ に 示 す
O点 （ 読 出 時 間 ： ３ 分 ０ ０ 秒 ０ ０ フ レ ー ム ） に 戻 る の で 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し
た 時 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ に 戻 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 従 来 の DJ用 CDプ レ ー ヤ で は 、 DJが 操 作 円 盤 部 ３ ０ を 反 時 計 回 り 方 向 に ４
． ５ 回 転 す る と き 、 図 ５ に 示 す A点 （ 再 生 終 了 時 の 時 間 ： ３ 分 ０ ９ 秒 ０ ０ フ レ ー ム ） に 対
応 す る 時 間 か ら RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し を 開 始 す る の で
、 図 ５ に 示 す C点 （ ３ 分 ０ ０ 秒 ６ ７ フ レ ー ム ） に 戻 っ て し ま い 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が
終 了 し た 時 間 （ 図 ５ に 示 す O点 ） に 戻 る こ と が で き な い 。 一 方 、 本 実 施 例 で は 、 DJが 数 え
た 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 数 だ け 、 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 操 作 す る と 、 第 ２ の 再 生 時 間 に 対
応 す る 時 間 か ら RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し を 開 始 す る の で
、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 時 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ に 戻 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ １ ３ は 、 図 ３ に 示 す ス テ ッ プ ２ に 進 む ス テ ッ プ で あ る 。
　 ス テ ッ プ ２ で は 、 算 出 し た 第 ２ の 再 生 時 間 に 対 応 す る 時 間 か ら RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ
タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ が 読 み 出 さ れ る ス テ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ １ ４ は 、 ス ク ラ ッ チ 再 生 以 外 の 操 作 が さ れ た か 否 か を 制 御 部 １ ２ が 判 別 す る ス
テ ッ プ で あ る 。 制 御 部 １ ２ は 、 操 作 部 １ ４ の ト ラ ッ ク サ ー チ ボ タ ン 、 早 送 り ボ タ ン 、 早 戻
し ボ タ ン が 押 圧 さ れ た か 否 か を 判 別 す る 。 ス ク ラ ッ チ 再 生 以 外 の 操 作 が さ れ た 場 合 は ス テ
ッ プ １ ５ に 進 む 。 操 作 指 示 が さ れ て な い 場 合 は ス テ ッ プ ８ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ は 、 制 御 部 １ ２ が カ ウ ン タ 部 １ ５ の カ ウ ン ト を 停 止 し 、 カ ウ ン ト し た カ ウ
ン ト 数 を ０ に す る 制 御 を す る ス テ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ は 、 図 ３ の ス テ ッ プ １ に 進 む ス テ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る CDプ レ ー ヤ で は 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 終 了 後 （ 読 出 時 間 ） か
ら 、 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 回 転 し た 回 転 数 に 応 じ て 第 １ の 再 生 時 間 を 算 出 し 、 読 出 時 間 に 第 １
の 再 生 時 間 を 加 え た 第 ２ の 再 生 時 間 を 算 出 す る 。 操 作 円 盤 部 ３ ０ が 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生
が 終 了 し た 回 転 位 置 に 戻 る 操 作 が さ れ る と き 、 算 出 し た 第 ２ の 再 生 時 間 に 対 応 す る 時 間 か
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ら RAM８ に 記 憶 さ れ た デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ デ ー タ の 読 み 出 し を 開 始 す る 。 し た が っ て 、 DJ
は 、 円 盤 部 ２ ７ 及 び 操 作 円 盤 部 ３ ０ の 回 転 数 に 偏 差 が 生 じ て い て も 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再
生 が 終 了 し た 時 間 の オ ー デ ィ オ デ ー タ に 戻 る こ と が で き 、 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 と 同 じ 効
果 音 を 第 ２ の ス ク ラ ッ チ 再 生 で 出 力 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ る CDプ レ ー ヤ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ る CDプ レ ー ヤ が 備 え る ジ ョ グ ダ イ ヤ ル 部 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ る CDプ レ ー ヤ の 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 位 置 に 戻 る
操 作 を し た と き の 動 作 に つ い て 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ る CDプ レ ー ヤ の 第 １ の ス ク ラ ッ チ 再 生 が 終 了 し た 位 置 に 戻 る
操 作 を し た と き の 動 作 に つ い て 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 再 生 時 間 を 説 明 す る 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の ジ ョ グ ダ イ ヤ ル 部 の 側 断 面 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
１ … タ ー ン テ ー ブ ル 、 ２ … ス ピ ン ド ル モ ー タ 、 ３ … サ ー ボ 制 御 部 、 ４ … 光 ピ ッ ク ア ッ プ 、
５ … 再 生 ア ン プ 、 ６ … 信 号 処 理 部 、 ７ … メ モ リ 制 御 部 、 ８ … RAM、 ９ … フ レ ー ム 検 出 部 、
１ ０ … DAC、 １ １ … 出 力 端 子 、 １ ２ … 制 御 部 、 １ ３ … 表 示 部 、 １ ４ … 操 作 部 、 １ ５ … カ ウ
ン タ 部 、 １ ６ … 読 出 時 間 記 憶 部 、 ２ １ … パ ネ ル 、 ２ ２ … モ ー タ 、 ２ ３ … 回 転 軸 、 ２ ４ … プ
ー リ 、 ２ ５ … プ ー リ 部 、 ２ ６ … ベ ル ト 、 ２ ７ … 円 盤 部 、 ２ ８ … プ ー リ 部 、 ２ ９ … シ ー ト 部
、 ３ ０ … 操 作 円 盤 部 、 ３ １ … 保 持 部 、 ３ ２ … 回 転 軸 、 ３ ３ … 第 ２ 光 セ ン サ 部 、 ３ ４ … ス ケ
ー ル 保 持 部 、 ３ ５ … ス ケ ー ル 、 ３ ６ … 第 １ 光 セ ン サ 部 、 ３ ７ … ス ケ ー ル 保 持 部 、 ３ ８ … ス
ケ ー ル 、 ３ ９ … ワ ッ シ ャ ー 、 ４ ０ … ネ ジ 、 ４ １ … 軸 受 け 、 ４ ２ … Eリ ン グ 、 ４ ３ … 凸 部 、
４ ４ … 凹 部 、 ４ ５ … 軸 受 け 、 ４ ６ … 軸 受 け 、 ５ １ … モ ー タ 、 ５ ２ … 円 盤 部 、 ５ ３ … 操 作 円
盤 部 、 ５ ４ … 第 １ セ ン サ 部 、 ５ ５ … ス リ ッ ト 部 、 ５ ６ … 第 ２ セ ン サ 部 、 ５ ７ … ス リ ッ ト 部
、 ５ ８ … ス リ ッ プ マ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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